
 
                                                              

フードテックを活用した食関連産業の 
成長産業化への支援について 

 

                               【担当省庁】内閣官房、内閣府、農林水産省 
 

京都府では、様々な食の課題を解決するため、京都の食文化やブラ

ンド力と最先端技術を融合した京都ならではのフードテックに取り組

む「京都フードテック基本構想」を令和５年３月に策定したところで

あり、この構想を実現するため、以下の措置を講じていただきたい。 

◯ 機能性食品等の研究開発拠点として整備予定の｢京都プレミアム中

食オープンイノベーションラボ｣について、｢デジタル田園都市国

家構想交付金｣により整備・運営を複数年にわたってパッケージで

支援 

◯ 産学公連携による研究開発の体制整備や技術・人材のネットワー

ク構築、異業種連携による付加価値の高い新商品の開発等を促進

する｢京都食ビジネスプラットフォーム｣の取組など、都道府県独

自のモデル的な取組に対する総合的な支援制度の創設 
  

【現状・課題等】 

■「京都フードテック基本構想」について 
 ▶ 農林水産業をはじめ食関連産業の収益力を維持・向上させていくためには、京

都のブランド力を生かした高級感に加え、健康志向などに対応する付加価値の
高い加工食品の開発・商品化を進めることが必要 

 ▶ 令和５年３月、「京都フードテック基本構想」を策定し、食関連産業に関わる
様々な分野の事業者が、技術や情報を持ち寄り協働して商品開発等を行うこと

で新たなブランド価値を創造する取組を推進 
■機能性食品等の研究開発拠点の整備 
 ▶ 同基本構想に基づき、京野菜や京都の食文化を活かした機能性食品などの商品

（中食）を開発・分析・評価ブラッシュアップする研究開発拠点(京都プレミ
アム中食オープンイノベーションラボ)を令和６年度から整備予定 

■研究開発の体制整備・ネットワーク構築 
 ▶ 府県の試験研究機関の機能強化を図るとともに、研究開発成果の最大化に向

け、外部の専門家登用を含む多様な人材の確保、最先端技術や知見を有する国
や民間研究機関等への長期研修制度の充実などによる技術・人材のネットワー
ク構築が必要 

■異業種連携による新商品開発等について 
 ▸ 令和３年 11 月、生産・加工・流通等の食に関わる様々な事業者が連携した付加

価値の高い新商品・サービスの創出を促進する「京都食ビジネスプラットフォ
ーム」を設置（会員 394 事業者、令和５年５月現在） 

 ▸ 同プラットフォームの取組に活用している LFP 推進事業の要件が、「上限
4,000 千円（定額）、採択できる取組が１つ」とされており、多様な分野の取
組を幅広く支援するためには、制度の拡充と十分な予算の確保が必要 
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農林水産部 流通・ブランド戦略課(075-414-4968)

 

 

【国の事業等】 

■デジタル田園都市国家構想交付金〔内閣府〕 1,000億円 

デジタル田園都市国家構想基本方針(令和４年６月７日閣議決定）に基づき、地

方の社会課題解決・魅力向上の取組を深化・加速化するため、分野横断的に支援 

■地域食品産業連携プロジェクト（ＬＦＰ）推進事業〔農林水産省〕 124 百万円 

地域の多様な関係者の経営資源を結集するプラットフォームの形成、新たなビジ

ネス創出のための試作品製造・新サービスの実証や需要開拓等の取組を支援 

 

【京都府の取組】 

■「京の食」ブランド総合戦略事業 64百万円 

 産学公連携による研究体制を構築した上で、実用化や商品化に向けた、機能性の

高い品種の育成、加工食品の開発、環境に配慮した流通技術の開発など、画期的

なブランド価値を創造する研究に取り組む 

 （令和４年度採択課題の一例） 

  ・宇治茶  抹茶の機能性評価と未利用資源の活用や機能性を付加した商品開発 

  ・エダマメ 新加工品開発に向け、食味と機能性を維持した冷凍加工方法の開発 

  ・金時ニンジン 高リコピンニンジンの一次加工と生産コスト削減が可能な品種開発 

■京都フードテック基本構想について（イメージ） 

京都フードテック基本構想

「食」×「テクノロジー」×「伝統・文化」の総合力の発揮により、京都らしい食のイノベー

ションを実現し、食産業を取り巻く課題の解決とブランド力の強化を推進

３つの拠点整備
京都フードテック基本構想に基づく
新たな価値の創造

【一次産業の研究拠点】

●京都府農林水産技術センター＜機能強化＞

• 次世代型農林水産業に向けた生産技術（高機能性新品種
やスマート技術等）の研究開発・実証拠点

• 大学や民間研究機関などが参画する「フードテック研究
連絡会議」を設置

【機能性加工食品等の開発拠点】

●オープンイノベーションラボ＜新設＞

• フードテック研究連絡会議のシーズと加工企業をつなぎ、
フードテックを活用した中食等の試作品を開発・評価・
品質向上するオープンイノベーション拠点

【食の最先端研究と
関連製造企業の集積拠点】

●けいはんな学研都市

• 健康食品や次世代食品、流通技術など、最先端領域の研
究と、特色ある食関連製造企業の集積地点

フードテック研究連絡会議
【一次産業の研究拠点】

（シーズ）

京都食ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
【学研都市】など
（ニーズ）

➢ 上記のシーズとニーズをつなぎ、京都食ビジネスプラット
フォームから生まれたビジネスアイデアを実現するため、
【オープンイノベーションラボ】も活用し、試作品の開発、
評価、商品化を推進

➢ 【学研都市】に誘致した製造企業などを中心とし【オープ
ンイノベーションラボ】開発商品の量産化

➢ 食材生産から加工、流通・販売まで一貫したフードテック
産業クラスター化によるイノベーションの加速化と府内食
関連産業への波及効果

➢ 新たなブランド価値や新市場の創出

ビジネスアイデアの実現

商品化（製造）

販 売


